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中国の先生方の目に映った根城中学校は…

八戸市は先生方の交流研修のために、１年おきに中国の

蘭州市との教員相互派遣を行っています。今回は路忠孝先

生（蘭州市第三十一中学）と候博琳先生（蘭州市第三十四

中学）が派遣され、研修期間の大半を本校で過ごしました。

私たちにとっては日常的であり当たり前のことが、中国の

先生方には大きな驚きだったようです。二人の報告文から

抜粋し紹介します。 （左が候先生、右が路先生）

☆全校朝会に参加しました。生徒の集まりはスピーディーで、体育館は静かです。日本

の礼儀と規律には驚きました。最もすばらしいのは、昼食時に生徒たちが全て自分た

ちで行う「セルフサービス給食」です。机を並べてテーブルを作り、持ってきた布巾

でテーブルを拭きます。昼食は当番が取りに行き、“シェフ”が全員に盛り付けをし

て、みんなで一緒に食べます。食後は食器を片付け、飲み終えた牛乳パックなどのゴ

ミを分類し、全ての物を元に戻して、最後はみんな歯磨きをします。全体の流れは 30
分余りですが、そこには自立と環境保護ための教育がしっかりと定着しています。

☆職員朝会に参加しました。教務主任がその日の日程を伝えた後に、連絡のある教師は

手短に話し、簡潔で効率的でした。その間、生徒たちは整然と自習しています。いわ

ゆる「ルールは習慣を形成し、やがて当たり前のこととなる」ということです。これ

は学校が長い間、生徒にルールに対する意識を高めてきたことの表れです。

☆中学校オリジナルの「NEJO LIFE」は、生徒たちに合理的に学習するための適切な習
慣を身に付けさせるとともに、生徒と先生との橋渡しをしています。

☆生徒や先生が書いてくれたカードや、生徒たちと一緒に撮った写真を見ていると、別

れを惜しむ気持ちが深まりました。玄関の横断幕の温かい言葉、先生や生徒たちの誠

実さ、アーチを組んでの見送り、たくさんの生徒からの拍手など、サプライズと感動

の中で過ごすことができました。わずか数日間の訪問でしたが、異なる文化やマナー

に驚きました。また、先生や生徒たちの友好的な眼差し、丁寧さ、情熱、温かさ、行

き届いた心配りに心を打たれました。本当にありがとうございました。親切な八戸の

人たちが家族のように接してくれたおかげで、研修が素敵で実り多いものになり、深

い感動と楽しい思い出で心がいっぱいです！

近年、ボランティア活動が脚光を浴びています。高齢者や小さな子どもたちへの生活

支援や、風水害や地震、津波など被害に遭った人たちへの復旧支援など、ボランティア

活動が大きな役割を果たすようになってきました。

中学校におけるボランティア活動は、「望ましい集団活動を通し

て、心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図り、集団や社会の一

員としてより良い生活や人間関係を築こうとする自主的、実践的な

態度を育てるとともに、人間としての生き方についての自覚を深め、

自己を生かす能力を養う」を目標として、教育活動に位置づけられ

ています。

八戸市では「青少年（中・高）の地域活動」事業において、ボランティアを希望する

生徒を募集し、会員登録をしたうえで、自分で選択したボランティア活動に年間を通じ

て参加することを進めてきています。本校では１００名弱の生徒が会員登録をしていま

す。参加活動例を挙げると「はちのへ環境フェア 2019」「おまつり広場」「青少年の科
学の祭典」「花火大会」「ボランティア・市民運動フェスティバル」「町内会加入促進街

頭キャンペーン」「根城公民館文化祭」「八戸南部氏庭園秋の開園」などの催しがありま

す。これからも冬の催しにおいてもボランティア活動に参加していく予定です。

生徒による自らの無償の活動は、地域の方々から歓迎され喜ばれています。そして、

学校へお礼の言葉が地域の方々から寄せられています。根城公民館文化祭のボランティ

ア活動に参加した生徒の感想の一部です。

ボランティア活動を通した社会貢献

〇最初はきちんと接客ができるかどうか不安でした。でも、来てくださるお客様方が

優しく話しかけてくれて不安がなくなり、逆に頑張ろうと思えるようになりました。

食堂の仕事はずっと立ちっぱなしで、食べ終わった皿などを片付けながら接客する

ため、とても大変ですぐに疲れました。でも、働いている人たちは、普段はこれ以

上に働いているんだなと実感しました。 〔3 年 2 組 佐々木美空〕

〇この仕事なら私でもできると思っていたけど、実際にやってみるとできないことが

多く、大変だと思うことがたくさんありました。一日を終えて学んだことは、親や

地域の人など自分の周りで働いてくれている人への感謝を忘れないことです。

〔3年 3組 神田心詩〕

〇接客は中学生のときにはあまり経験できないことなので、とても貴重なものになり

ました。また、料理を作っていた祖母を含め、たくさんの係の方々と信頼関係を築

くことができました。お客さんや館長さんにも喜んでもらうことができて、とても

嬉しかったです。 〔1年 2組 鈴木心優〕

〇ボランティアに参加して印象に残っているのはお客様の笑顔です。初めての仕事で

不安なことがあっても、笑顔で『ありがとう』と言ってもらえて、とても嬉しかっ

たからです。そして、仕事をすることの楽しさを実感することができました。

〔1年 2組 久保杉佳永〕


